6/6
様式１－２号
事業計画書
	提案事業名
	

	応募者名
	


※ 提案事業名は50字以内で、実証内容を把握できるものとしてください。

１．実証の内容
1) 実証の種類  ※ 該当する項目に○を記入してください。複数選択可。
	
	木材・製品・技術の性能等の検証に関するもの

	
	利用者や社会に及ぼす効果等の把握に関するもの



2) 実証事業の目的  ※ 500字以内で記入してください。
	



3) 実証事業で設定する課題  ※ 1課題100字以内で記入してください。課題は必ず1つ以上記入してください。
	課題１
	

	課題２
	

	課題３
	

	課題４
	

	課題５
	




[bookmark: _Hlk132358973]２．実施体制  ※ 担当業務ごとに会社名等（予定）を記入してください。必要であれば行を追加し、空欄の行は削除してください。実施体制に実証しようとする内容について知識や見識を有する学識経験者を必ず含むものとします。
	整備
	設計
	

	
	木材供給
	

	
	木材以外の部材供給
	

	
	木材加工等
	

	
	施工
	
クリーンウッド法に基づく木材関連事業者の登録番号：
※ 未取得の場合は取得予定年月を記入してください。

	
	
	

	
	
	

	データ収集等
	指導･助言
成果報告書監修
	
※ 参画する学識経験者の所属､役職名､氏名､(専門分野)を記入してください。

	
	成果報告書作成
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


［実施体制図］  ※ 実施体制図はこの下に鮮明な画像データを貼るか、直接作図してください。別紙添付不可。



３．整備する外構施設・外装の概要
1) 種類  ※ 該当する項目に○を記入してください。
	
	外構施設

	
	外装


※ 外構施設に該当する場合は「2)-1外構施設の基本情報」を、外装に該当する場合は「2)-2外装の基本情報」を記入してください。

2)-1 外構施設の基本情報
	設置場所
	名称
	

	
	所在地
	

	
	用途地域地区
	

	
	防火地域区分
	

	
	現況写真
(２方向)

写真サイズ：
縦60mm×横80mm
	

	外構施設
	種類
	

	
	施主
	

	
	規模
	塀・柵：延長 ＿＿ m
その他（ ＿＿＿＿＿＿ ）：面積 ＿＿ m2

	木材使用量（m3）
(完成した施設に存在する量)
	
※ 仕入れ量ではなく、完成した施設に存在する木材の量を記入してください。

	予定総工事費（円）
	




2)-2 外装の基本情報
	整備場所
	名称
	

	
	所在地
	

	
	用途地域地区
	

	
	防火地域区分
	

	
	現況写真
(２方向)

写真サイズ：
縦60mm×横80mm
	

	外装
	種類
	

	
	施主
	

	
	規模
	①木質化した面積 ＿＿ m2
②対象となる外壁等の面積 ＿＿ m2
③木質化した面積の割合（①/②) ＿＿ %

	木材使用量（m3）
(完成した施設に存在する量)
	
※ 仕入れ量ではなく、完成した施設に存在する木材の量を記入してください。

	予定総工事費（円）
	





[bookmark: _Hlk130983027][bookmark: _Hlk132359837]3) 建築確認申請の要否 ※ 該当する項目に○を記入してください。行政機関（建築主事）又は指定確認検査機関に具体的な計画を提示して建築確認申請の要否を確認してください。
	
	建築確認申請が不要である
不要である理由： 
確認先： 
※ 確認先には建築確認申請の要否を確認した行政機関・指定確認検査機関を記入してください。

	
	建築確認申請が必要なため建築基準法第6条第1項に規定する確認済証の交付を受けている

	
	建築確認申請が必要なため建築基準法第6条第1項に規定する確認済証の交付を受ける予定
交付予定時期：
確認先：
※ 確認先には建築確認申請の要否を確認した行政機関・指定確認検査機関を記入してください。



4) 使用木材及び劣化対策  ※ 行は適宜追加･削除してください。認証等該当する□を■に変更してください。
	部材名
	樹種名
	認証等
	劣化対策

	
	
	□ JAS認証製品
□ ＡＱ認証製品
□ JAS相当製品
□ ＡＱ相当製品
□ その他
	

	
	
	□ JAS認証製品
□ ＡＱ認証製品
□ JAS相当製品
□ ＡＱ相当製品
□ その他
	

	
	
	□ JAS認証製品
□ ＡＱ認証製品
□ JAS相当製品
□ ＡＱ相当製品
□ その他
	

	
	
	□ JAS認証製品
□ ＡＱ認証製品
□ JAS相当製品
□ ＡＱ相当製品
□ その他
	

	
	
	□ JAS認証製品
□ ＡＱ認証製品
□ JAS相当製品
□ ＡＱ相当製品
□ その他
	


[bookmark: _Hlk130983129]※ 劣化対策は具体的に記入してください。防腐・防蟻処理は、加圧注入処理の場合は性能区分を、塗布処理の場合は薬剤の認定番号（(公社)日本しろあり対策協会または(公社)日本木材保存協会によるもの）を記入してください。塗装を行う場合は、使用する塗料のJASS 18 M-307への適否を記入してください。



5) 整備の特徴等  ※ それぞれ200字以内で記入してください。
	設計上及び木材の使い方の配慮･工夫
実証内容以外の配慮・
工夫点の記入も可
	

	木質化の効果･利点
	

	外構施設・外装の
ＰＲポイント
	

	[bookmark: _Hlk130983144]施主及び施設管理者への維持管理計画の説明方法
	





[bookmark: _Hlk130983286]6) 整備計画に係る資料 ※ 該当する項目に○を記入し、資料を添付してください。
	
	外構施設の整備計画に係る資料
※ 外構施設を整備する場合は次の表に準じて資料を作成してください。別紙には必ず「別紙１ ①基本構想図」等を記入し識別できるようにしてください。
	① 基本構想図
	別紙１のとおり。

	② 配置図
	別紙２のとおり。

	③ 平面図
	別紙３のとおり。

	④ 断面図
	別紙４のとおり。

	⑤ 立面図
	別紙５のとおり。

	⑥ 木材使用量計算書
	別紙６のとおり。

	⑦ 維持管理計画書
	別紙７のとおり。

	⑧ 劣化対策に係る資料（該当する場合のみ）
	別紙８のとおり。




	
	外装の整備計画に係る資料 
[bookmark: _Hlk132306391]※ 外装を整備する場合は次の表に準じて資料を作成してください。別紙には必ず「別紙１ ①基本構想図」等を記入し識別できるようにしてください。②詳細説明図では、整備する外装を出来る限り詳細に図示・説明し、併せて使用する材料のメーカー名等も記載してください。また、対象となる外壁等の面積及びそのうち木質化する面積も併せて明示してください。
	① 基本構想図
	別紙１のとおり。

	② 詳細説明図
	別紙２のとおり。

	③ 木材使用量計算書
	別紙３のとおり。

	④ 維持管理計画書
	別紙４のとおり。

	⑤ 劣化対策に係る資料（該当する場合のみ）
	別紙５のとおり。










４．課題解決方法と実証工程
1) 課題解決の方法  ※ 1課題100字以内で記入してください。1.3)の課題に対応する内容を記入してください。
	課題１
	

	課題２
	

	課題３
	

	課題４
	

	課題５
	



2) 実証の工程  ※ スケジュールを詳しく記入してください。行は適宜増減してください。完成予定時期は必ず記載してください。
	整備
	設計
	令和　　年　　月～　　年　　月

	
	木材供給
	令和　　年　　月～　　年　　月

	
	木材加工等
	令和　　年　　月～　　年　　月

	
	基礎工事
	令和　　年　　月～　　年　　月

	
	木工事
	令和　　年　　月～　　年　　月

	
	完成
	令和　　年　　月

	データ収集等
	指導･助言
	令和　　年　　月～　　年　　月

	
	成果報告書作成
	令和　　年　　月～　　年　　月

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	




５．予定成果等
1) 得られる成果※ 1課題100字以内で記入してください。1.3)の課題に対応する内容を記入してください。
	課題１
	

	課題２
	

	課題３
	

	課題４
	

	課題５
	



2) 実証事業後の展開見込み  ※ それぞれ300字以内で記入してください。
	期待される
成果の波及効果
	

	成果の普及方法
	



６．企画提案型実証事業以外の補助･助成(予定も含む)の有無  ※ 該当する項目に○を記入してください。
	
	なし

	
	あり
補助等名称：
内容：


=============== ここまでを9～10枚に収めてください。==============
